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YOKOHAMA BAYSIDE SCENE

　祖父から３代続いた江戸っ子だが、結婚を機に横浜に移り住んで２８年
が過ぎた。若い頃に何度か訪れたことのある横浜だが、当時はまだベイブ
リッジもランドマークタワーもない時代。地下鉄ブルーラインもみなとみら
い線も開通しておらず、東横線の終点は桜木町だった。
　近年の横浜港周辺やみなとみらい地区の変貌ぶりには目を見張る。僕
が若い頃に見た横浜は高層ビルも少なく広 と々した印象だったが、町全体
が平面から立体になった感がある。以前知人が「昔の横浜は一地方都市
だったが、今は東京の延長になってしまった。」と言っていた。地方都市と
しての個性や匂いが年々薄れ、大都市東京に同化しつつある、という一
抹の寂しさを帯びた言葉に僕はしみじみと相槌を打ったものだ。
　横浜の町を歩いていて古い煉瓦造りの洋風建築や老舗のジャズ喫茶を
見かけるとどこか気持ちが和らぐ。ノスタルジーに浸るのは自分が老いた
証拠かも知れないが、横浜はそんな気分を殊更強くさせてくれる町である。

写真について
　前作「京都四季彩」は大阪転勤の間に撮影した京都の寺社の写真を集
めた俳句写真集だった。６０歳を迎える年に転勤を終えて横浜の自宅に
戻ったが、その後も仕事を続けたため日々忙しく、趣味の写真は地元横浜
の町を撮ることが多くなった。ベイサイドシーンというと横浜港の風景や
船舶の写真をイメージするかも知れないが、ロケ地は山下公園、赤レンガ
倉庫、みなとみらい地区など。ベイエリアから少し離れた中華街や大岡川
の川べり、野毛の古い商店街も歩いてシャッターを切った。今回のテーマ
は港町横浜である。

　ところで、僕が写真に興味をもったきっかけは父親の影響であることに
疑いはない。初めて手にした一眼レフカメラは父親からもらったニコマート。
高校１年生の時である。絞りとシャッタースピードの関係や手ブレを防ぐカ
メラの持ち方など、写真のいろはを父親から教わった。その後２台のフィ
ルム一眼レフ、３台のデジタル一眼レフを使い継ぎ、父親とも随分写真談
義、カメラ談義を交わしたが、その父も昨年の夏に９１歳でこの世を去った。
この写真集を見せられなかったのが少し心残りである。

俳句について
　俳句を作るようになって８年になる。今は横浜市の俳句結社に所属して
毎月作品を発表している。長く続けていると徐々に自分のスタイルが定まっ
てくるようで、最近は古典的な俳句から現代俳句に志向が変わりつつある。
　現代俳句に興味を持つようになったのは、ひとつには若い人に俳句のお
もしろさ、奥深さを知ってほしいという思いからである。俳句というとどう
しても高齢者の趣味というイメージが先に立つ。そこで今回の俳句写真集
YOKOHAMA BAYSIDE SCENE では、俳句写真集らしからぬ俳句写
真集を目指し、横書き俳句という思い切ったコンセプトを打ち出してみた。
　俳句では「や」、「かな」、「けり」という切れ字が重要な働きをするのだが、
若い人はこの「や」、「かな」、「けり」の響きが古臭いと感じるという。そこで、
掲載した句はすべて「や」、「かな」、「けり」を使っていないものを選んだ。
作風も横書きにしたときに違和感がないように現代俳句の味付けとし、英
訳もつけてみた。若い人が YOKOHAMA BAYSIDE SCENE を目にし
て、少しでも俳句に興味を持つきっかけになってくれればこれほど嬉しいこ
とはない。
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春雷の転がり落ちて塔の屋根
spring thunder rolls down on rooftop of tower

scene 1 
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scene 2 

春の駅
囀りのごと
電子音

ticket gate
sounds like birds sing
at the station of spring
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scene 3 

永き日の
永き沈黙
老一人

lonely old man
keeps quiet
all day long
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scene 4 

春風に
押され軽やか
スニーカー

blowing spring breeze
airy sneakers leap



6

scene 5 

酔いどれて
迷路となりぬ
春の闇

drunk and stray
step into
spring gloomy maze
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それぞれの巣箱に還る告天子
every night, larks return to each their own nest

scene 6 
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秘密めく約束のある春の宵
early evening, having a secret promise, middle of spring

scene 7 


